
  

 

                

 

平成２２年１１月９日 

 

          
南海電気鉄道株式会社 

 

 

難波再開発区域内へのライブホールの誘致について 
 

 

南海電鉄（本社：大阪市中央区／代表取締役社長兼ＣＯＯ：亘 信二）では、現在

推進している３か年経営計画「堅進１２６計画」において、「なんばエリアのさらな

る価値向上」を基本方針の１つとして掲げ、さまざまな取組みを進めています。 

この一環として、当社では今年９月に大阪市難波土地区画整理組合が保有する 

Ｃ街区保留地（約８，０００㎡）を取得するため、土地売買契約を締結しました。 

また併せて、当地に「Ｚｅｐｐ Ｏｓａｋａ」を誘致することとし、運営会社である

株式会社ホールネットワーク（本社：東京都港区／代表取締役 執行役員社長：蓑輪 悟）

との間で基本合意書を締結しました。 

 

なんばエリアにおいては、平成７年１１月から、旧大阪球場やクボタ工場跡地など

を利用し、新たな街を形成するため、「大阪市難波土地区画整理事業」による再開発

が推進されてきました。 

当社においてもこれまで、大型商業施設「なんばパークス Shops&Diners」および 

オフィスビル「パークスタワー」をオープンさせるとともに、分譲マンション２棟の

竣工などを手がけてきました。こうした再開発の進捗に伴い難波エリアが南に拡大し、

南海難波駅を核とした難波エリアの回遊性が向上しています。 

 

全国６都市で運営されているライブホール「Ｚｅｐｐ」を誘致することは、南に 

広がるなんばエリアにおける魅力的な街づくりの核となり、広域から新たな客層を 

なんばに集めることが期待できます。 

また近年、中座の閉鎖や新歌舞伎座の移転などにより文化の流出が続いていたなんば

エリアにおいて、新たな文化の発信拠点としての役割も期待できます。 

 

今回のＣ街区保留地の取得と「Ｚｅｐｐ Ｏｓａｋａ」の誘致によって、南北方向

のみならず、日本橋など東西方向との回遊性も向上し、周辺施設との面的な広がりが

形成されることで、新たな賑わいを創出します。 

 

詳細は次のとおりです。 

 

 

 

 

 

 



  

 

 

１．「Ｃ街区保留地」概要 

所在地：大阪市浪速区敷津東２丁目 

面 積：約８，０００㎡ 

 計 画：ライブホール「Ｚｅｐｐ Ｏｓａｋａ」の誘致 

     オフィスビルの建設 

 

 

２．「難波再開発」エリアでの、当社のこれまでの取組み 

平成 ７年 11 月 土地区画整理事業に着手 

平成 15 年 10 月 なんばパークス第 1 期開業 

平成 19 年 ４月 なんばパークス全館グランドオープン 

平成 19 年 ８月 分譲マンション「ザ・なんばタワーレジデンス・イン・なんばパ

ークス」（３４４戸）竣工 

平成 22 年 ４月 分譲マンション「なんばグランドマスターズタワー」（３２１戸）

竣工 

 

 

＜参考＞大阪市難波土地区画整理事業について 

施 工 者：大阪市難波土地区画整理組合 

施工面積：１４．５ｈａ 

施工期間：平成７年 11 月～平成 24 年３月 

 

 

 



 ＜Ｃ街区保留地の位置図＞ 
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